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令和５年度第６回茅野市行財政審議会会議結果報告書    【担当課】企画課 

 

会議の名称 令和５年度第６回茅野市行財政審議会 

開 催 日 時 令和６年３月１１日（月)  18 時 30 分～19時 40 分 

開 催 場 所 議会棟大会議室 

出 席 者 

※出席委員等：小平会長、守屋副会長、足立委員、鈴木委員、名取委員、宮坂委員、

牛山委員（オンライン参加）、中村委員、大川委員、高安委員（オンライン参加）、

矢崎委員（オンライン参加） 

※市側出席者：柿澤副市長、山田教育長、有賀総務部長、小平市民環境部長、柳沢

産業経済部長、岩崎都市建設部長、五味こども部長、上田生涯学習部長、森井財政

課長、佐々木財政係長、田中企画部長、井出企画課長、伊藤企画係長、朝倉行政経

営係長、宮崎行政経営係主査 

欠 席 者 半田委員、北原委員、栁澤委員、國枝委員 

公開・非公開

の 別 
公開 ・ 非公開 傍 聴 者 の 数     ０人 

議題及び会議結果 

発言者 協議内容・発言内容（概要） 
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議事 

１ 開会 

２ 副市長挨拶 

３ 会長挨拶 

４ 会議事項 

・優先改革事項の進捗について（資料１） 

・今後の審議会の進め方について（資料２） 

５ その他 

６ 閉会 

 

 

【議事録】 

１ 開会 

それでは時間になりましたので、まだお見えになってない委員さん２名ほどい

らっしゃいますが、始めさせていただきたいと思いますのでよろしくお願いいた

します。それではこれより、令和５年度第６回茅野市行財政審議会を始めさせてい

ただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

初めに、茅野市副市長の柿澤副市長から挨拶を申し上げます。 

 

２ 副市長挨拶 

皆さん改めましてこんばんは。 

一日のお仕事のあと、お疲れのところを会議に出席いただき、大変ありがとうご

ざいます。本日は３月 11日ということで東日本大震災から 13 年経ちました。今年

はまた能登半島地震もありましたけれども、茅野市もまた今後 30 年以内に糸魚川

静岡構造線が動く大地震が起こる可能性が 30％から最大 40％ぐらいある、と言わ

れている場所であります。能登半島がそうでありますように、こういった中山間地

で少子高齢化が進んでいる地域、この中で大きな地震災害が起きたときに、地域を

維持していく行政を維持していく、ということは大変なことでございます。ですの

で、ここで行財政改革を進めて強い行財政そして強い地域コミュニティを作って
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いくこういったことが本当に大事になるかと思います。 

茅野市の行財政改革ですけれども今まで茅野市が大事にしてきた福祉とか環境

とか教育、これを守るために、そのために時代の変化に合わせたまちづくりのやり

方に変えていく仕組みを展開していく、そんなことで進めて参りました。ただ行政

から言いますとなかなか大きなタンカーが舵を切るようなものです。市民の皆さ

ん一人一人の生活があるので、予算とかをスパッといきなりこう変えてしまう、事

業をストンと落とすことができなくて丁寧な話をしながら進めていかなければい

けない部分があります。 

新年度の令和６年度の予算ですが 301 億 8000 万円ということで、今年度令和５

年度に次ぐ、過去２番目の予算規模となっております。財源不足が 13億 8000 万円

ということで、これは、財政調整基金を初めとする基金を取り崩して予算編成をし

ております。令和５年度に引き続き 10億円を超える財源不足ということでこうい

った状態で基金の取り崩しをして予算編成をしていくってことはできません。で

すので、やはり本当に将来、持続可能な自治体を作っていくために、そして将来の

種まきのものに、種まきをするために財源を振り替えて、やはり事業見直していか

なければいけない部分もあります。 

そうしたことで、今後、持続可能なこの茅野市を残してくために、やはりスピー

ド感覚を持って行財政改革を進めていきたいと思いますので、委員の皆様方の建

設的なご提言お力を頂戴したいと思います。どうかよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。それでは、小平会長さんからご挨拶をよろしくお願い

します。 

 

３ 会長挨拶 

皆さんこんばんは。会長の小平でございます。よろしくお願いしたいと思いま

す。まず、今年の天候ですけども２月が急に暖かくなってまたここにきて寒くなっ

てということで、また今年も異常気象かなというような、ちょっと気をもんでいる

ところでございます。私、農業に関わる仕事に就いておりますので、こんなお話か

らスタートさせていただきたいかなと思います。私ども、日本人はみんな農耕民

族、水穂の民の子孫でございます。従いまして、現在農業している方も、全く関係

ない方も、やはり季節を感じて生きているっていうか、天候を見ながら季節を見な

がら、やっぱこの季節はこうだなあというものを常に感じながら生きているかな

というふうに思います。そういった中で、茅野市はすばらしい環境のところでござ

います。 

今回私どもの使命は、よりよく茅野市をしていくための１つの審議会というこ

とでございます。実質的には、今日は第１回目ということになろうかなと思います

ので、よろしくお願いをしたいと思います。 

本日、２つの議題ということで、事前にご案内があったかなと思いますけども、

まず１点目は、１月末時点の進捗状況、ということでございます。こちらにつきま

しては、事前に、資料がいったかなと思いますので、十分ご検討いただけたかなと

思いますが、本日は特にその中でというところがございましたら、ご質問をいただ

きたいと思います。それから２点目の協議事項は、今後の審議会の進め方というこ

とで、進捗状況をお聞きしながら、今年私どもが何から手をつけて審議していくか

というスケジュールも含めての審議となろうかと思いますので、こちらの方へ重

きを置いて進行させていただきたいかなというふうに考えておりますので、よろ

しくお願いします。 

先ほど申し上げました通り、実質的な１回目のスタートでございますので、スム
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ーズに進行できるかどうかわかりませんけども、ご協力をいただきながら、やりた

いと思いますので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

 

ありがとうございました。それでは４の会議事項、ここからは、会長の方で進行

よろしくお願いいたします。 

 

４ 会議事項 

それではまず本日の出欠者の確認をさせていただきたいと思います。 

まず欠席の方４名でございます。第１号議員の半田委員。それから第２号議員の北

原委員、柳沢委員。それから第３号議員の国枝委員。以上４名が欠席となっており

ます。 

それからオンライン出席いただいているのが、第２号議員の牛山委員。第３号議

員の高安委員、矢崎委員の３名が、オンライン出席ということになっておりますの

で、よろしくお願いをしたいと思います。 

また本日は、柿澤副市長、以下、部長級の皆さんのご出席をいただいております

ので、細かい質問にもお答えいただけるということでございますので、ご案内を申

し上げておきたいと思います。 

では、以上申し上げまして議事に入りたいと思います。以降、着座にて進めさせ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。 

それでは会議事項の１点目、優先改革事項の進捗について、資料１をもとに、事

務局から説明をお願いいたします。 

 

・優先改革事項の進捗について 

企画課行政経営係長の朝倉です。着座にて説明させていただきますのでお願い

いたします。 

それでは資料１、A３の資料になりますが、優先改革事項の取り組みスケジュー

ルと取り組み状況一覧ということで、ご覧ください。まずこの優先改革事項につき

ましては、昨年行いました財政推計の悪化を受けまして、「行財政改革基本方針」

に掲げる 36 の改革事項のうち、市として特に優先して改革を進めるべきと考える

事項を優先改革事項として、30 項目 31 の内容について整理したものでございま

す。 

前回の審議会での説明また今回事前にメールでお送りしていますので、ご確認

いただいているかと思いますが、改めて表の説明をお願いしたいと思います。 

一番左の方に番号がありまして、取り組む担当課が記載してございます。その右

側で優先改革事項の内容ということで、ここに改革内容が書かれています。その右

側が年度でございます。その右側に具体的な取り組みということで、上半期下半期

と分かれてありまして、その右側に月ごとの取り組みになっております。各年度の

ところを見ますと、上段と下段の２段になっていますが、上段については取り組み

スケジュールでございます。下段については、取り組み結果、実施状況を記載する

ようになってございます。今回は昨年 10 月から今年の１月末までの４ヶ月間の取

り組み結果、実施状況を赤字にて記載をしてございます。 

進捗状況としましては、ほぼスケジュール通りの実施状況でありますが、この一覧

表では、実施したことのみ記載で、その中身、内容までは記載がありませんので、

そちらについては、気になるところがございましたら、本日、担当部長が出席して

いますので、ご質問いただければと思います。すべての項目について、市側から説

明しますと、かなりの時間を要するため、今回説明を省きまして、質問意見等をい

ただければと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 
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以上でございます。 

 

ありがとうございました。ただいま説明がございました。事前に資料を配布した

という形の中で、説明はごく簡潔に行っていただきました。委員の皆様の方で、ご

質疑、ご質問ありましたら、お出しいただきたいと思います。オンライン出席の皆

様、何かございましたら、よろしいでしょうか。委員さん、お願いします。 

 

各優先改革事項の内容の中の（短）、（中）、とかってこれっていうのは、何の略

なのかそれとも、何か意味があるのかちょっと教えていただければと思います。 

 

優先改革事項の内容のところの（短）とか（中）というのは、（短）につきまし

ては、短期的に取り組むべき事項ということで、短期的とは令和５年度６年度の２

年間ぐらいで取り組むべき内容であり、（中）っていうのは中期的に取り組むべき

内容ということで、この表でいきますと、令和８年ぐらいまでの５年間ぐらいの期

間で取り組む内容ということになってございます。 

 

委員さんよろしいですか。 

 

はい。 

 

その他ございますか。委員さん。 

 

細かいところまで全部完全に目を通したわけではないのですが、この今年度、 

実施した内容の中で、来年度予算、令和６年度予算に反映できたもの、ちょっと数

字の表記があまりないので、どの項目が翌年度に効果が出てくるのかとか、そうい

ったものがあれば、わかりやすく、記載していただけるといいのかなと思ったので

すが、特にこの中で、これが改革できて、翌年度予算に反映できたというのがあれ

ばちょっと教えていただきたいのですが、よろしいでしょうか。 

 

まず、番号１番の「少年育成センター事業費」です。こちらの取り組みの休止に

より、報償費の減ということで、令和６年度予算には、約 36 万円の減額ができま

した。12 番、「不妊・不育治療助成事業費」です。こちらにつきまして、助成要件

の見直しによりまして、補助金を 85 万円減額ができました。13 番、「観光振興支

援事業費」、蓼科高原の映画祭になります。開催期間等の見直しによる補助金の減

額ということで、200 万円減額できました。15番、「産学公等連携推進事業費」、産

業振興プラザになりますが、こちらにつきまして、イベント事業やコーディネータ

ーの勤務体制等の見直しによる補助金の減ということで、285 万 9000 円の減額が

できました。続いて 16 番、「各種がん検診等事業費」ということで、こちら 70 歳

以上と市民税非課税世帯は、今までがん検診の負担を求めてなかったのですが、負

担を求めるということで、あくまでも予算上の見込みでございますが、70 万円の

歳入を見込んでございます。20 番、「更なる寄附金の確保」ということで、ふるさ

と納税の関係ですが、こちら令和 6 年度の予算で１億円増額で見込んでございま

す。21 番「生ごみ回収堆肥処理事業費」、こちら蓼科有機センターの関係でござい

ますが、民間への譲渡を予定していることということで、委託料を、マイナス 375

万 2000 円減額してございます。続いて 22 番、「茅野市環境課管理運営費」、 

こちらは環境館廃止により、NPO への委託費や燃料、光熱費等が減となりまして、

マイナス 298 万円を減額してございます。23番、「地区コミュニティセンター管理
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運営費」です。こちらは、金額ではないのですが、正規職員の配置を１名減という

ことで、職員１名分の配置の転換ができたことで、１名分の職員の余剰が生まれた

という形になります。28番、「観光温泉施設管理費」です。白樺湖温泉すずらんの

湯の閉鎖によりまして、マイナス 793 万 3000 円の減額となってございます。 

 

ありがとうございました。非常に具体的な数字の発表をいただいたので、もちろ

ん金額の多い少ないはあると思うのですが、そういった効果が反映されていると

いうことはとてもいいことだと思いますし、できればこの資料上に削減目標、それ

から削減結果とか、そういった数字上のものを反映させていただければ、よりわか

りやすい資料になるんじゃないかと思います。 

 

その他の委員の皆様いかがでしょうか。委員。 

 

ありがとうございます。ちょっと具体的に 6 番の保育所のところ、25 番の小学

校とか、もうちょっと具体的な内容と、見えている課題とか、成果とか、そのあた

りをご教示いただけますでしょうか。 

 

こども部長の五味でございます。６番の保育所につきましては、ここで入所受付

が終わりまして、新年度の入所者数が決まったのですが、今、状況を確認している

状況ですので、今後どのようにしていくかというのはまだまだ具体的な話は出て

いません。また、小学校の関係ですが、今、担当課の学校教育課の中で、様々な情

報集約をしておりまして、庁内の関係部署と今後どのようにして、進めていくの

か、令和６年度は、地域に出て行って、小学校についてのお話を聞きたいというこ

とで考えておりますので、その準備を今庁内で進めている状況でございます。 

 

委員さんよろしいですか。 

 

はい。大丈夫です。 

 

その他ありましたらお出しをいただきたいと思います。よろしいですか。とりあ

えず、議事を進めさせていただきまして、また終わる前までに、また何かと疑問の

点ありましたら、せっかくの機会でございますので、お出しいただけたらと思いま

す。オンライン出席の皆様も先に進めますがよろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

ありがとうございます。では、次の議題で、「今後の審議会の進め方について」、

資料に基づきまして説明をお願いいたします。 

 

・今後の審議会の進め方について 

改めましてお願いいたします。資料２、令和６年度行財政審議会の進め方につい

て、ということで、Ａ４横の資料を、ご確認をお願いいたします。座って説明させ

ていただきます。 

まず１ページです。はじめにということで、事務局の基本的な考え方ということ

で示してございますが、まずこの行財政審議会の立ち位置、役割につきましては、

前回でも説明しましたが、諮問機関であるということで、市長の諮問に応じまし

て、重要事項を調査し、及び審議するということで、市長に意見を述べることがで
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きるということで、条例で定めてあるものになります。市長が審議会に対しまし

て、意見や見解を求めて、その諮問された内容に基づいて、答申をする、答えると

いう関係にありますので、何らかの政策を決定したり、委員が責任を負うような決

定的な意見を提示してもらう機関ではないということで、例えばというところで

書いてありますが、市が政策を決定するにあたっての参考にするものの１つであ

るということになりますので、行財政審議会の意見は市を法的に拘束するもので

はないということになります。ただし、と書かれているところですが、市長の諮問

機関として、多様な見識・経験を持つ委員を特別に招集して意見を聴取している点

で、その意見は非常に重みのあるもので、より良い方向でより良い決定を行うため

に、最大限尊重されるべきものとして、考えているところでございます。 

２ページをご覧ください。こちらでは、前期の行財政審議会の取組概要というこ

とで、前回でも説明をいたしましたが、もう一度確認をさせていただきたいと思い

ます。 

令和３年 11 月に、市長から諮問を受けまして、茅野市の行財政について、目指

すべき将来像を実現するための改革方針等についてということで、諮問を受けま

した。令和４年３月に、審議会の答申をしてございます。要旨については、書かれ

ている通りとなります。この答申を元に、令和４年７月に、具体的な取り組みとし

て、36 の改革実行項目を設定しました「茅野市行財政改革基本方針」を策定いた

しました。令和４年の９月から 11月につきましては、この 36の改革実行項目の１

つにあります、公共施設、使用料の減免についての審議をいただきました。その中

では、減免だけではなく、施設そのもののあり方や、使用料の見直しも含めて検討

すべきという指摘をいただきまして、これについては、令和７年４月に公共施設使

用料の改定を予定しておりまして、庁内で見直しを進めているところでございま

す。続きまして３ページをお願いいたします。令和５年６月には、市から令和 10

年度までの財政推計を示しまして、財政推計が悪化している旨の報告をいたしま

した。基金が枯渇し、令和９年度の当初の予算編成が困難となる見通しを共有しま

して、その見通しの改善に向けた改革プランの策定が急務と指摘を審議会から受

けました。令和５年７月から 10 月は、行財政改革プラン２０２３について審議を

いたしました。行財政改革基本方針に掲げる 36の改革実行項目のうち、市として

特に優先して改革を進めるべきと考える事項を「優先改革事項」として、30 項目

整理をしまして、令和６年度までの具体的な取組スケジュールを決めました。先ほ

ど資料１で説明したものになります。令和５年 11月は、茅野市行財政改革に関す

る提言書を提出いただきました。茅野市が未来にわたって持続可能な行政体であ

り続けるとともに、若者に選ばれるまち、幸せを実現できるまちを目指した新たな

投資を行う財源を生み出すことができることを判断基準に、行財政改革プラン２

０２３の内容に沿いまして、17 項目のさらなる具体的な提言をいただいたところ

でございます。この提言は、前委員さんたちの退任にあたって、次期委員で構成さ

れる茅野市行財政改革行財政審議会への引き継ぎ事項としても位置付けていると

ころでございます。以上が今までの取り組み内容になります。 

４ページをご覧ください。今期の行財政審議会の取組計画案ということで、令和

４年度には、「行財政改革基本方針」、令和５年度は、「行財政改革プラン２０２３」

と茅野市が行財政改革として取り組む事項の全体像やスケジュールの整理は行っ

てきました。さらに別の課題について議論を広げるということではなくて、優先改

革事項を個別・具体的に進める過程で、市として特に判断が難しい個別事項の進捗

に対して意見をもらえる会議としたい、という考えでございます。具体的には、多

くの市民に直接関係し、財政的にも影響が大きい、公共施設のあり方に関する事項

を中心に審議をいただきたいという考えであります。具体的にはどのように、どの
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公共施設のあり方について審議をするかと申しますと、次のページをご覧くださ

い。 

公共施設のあり方に関する事項の具体案ということで、優先改革事項の中では全

部で９つの公共施設を挙げています。具体的には、そこに書かれているものになり

ます。 

１つとして、６温泉施設の集約民営化。アクアランド茅野、米沢にある塩壺の湯、

豊平にある縄文の湯、玉川にある望岳の湯、泉野の河原の湯、金沢の金鶏の湯、こ

れが６温泉施設になります。２番目としまして、金沢の市営住宅になりますが、サ

ンコーポラス旭ヶ丘の民営化。３番目が公立保育園 14保育園ありますが、民営化、

配置の見直し。６ページにいきまして、４番目に、市内全地区 10 地区にあります

コミュニティセンターの施設数と人員体制の見直し。５番目としまして、市民活動

センターであるゆいわーく茅野と中央公民館の組織機能の統合。６番目としまし

ては、小学校の再編、規模・配置の検討。次のページにいきまして、７番目、市民

館の複合化の促進や施設の売却。８番目に総合博物館の建物維持の必要性、必要機

能の精査。９番目としまして、スケートセンター・ゴルフ練習場の施設維持、運営

方法の検討です。 

先ほども申しましたが、この９つの公共施設について優先改革事項の項目とし

て、行財政改革プラン２０２３の中で掲げている公共施設になります。この９つの

中からいくつかピックアップをしまして審議を考えています。 

次のページをご覧ください。検討スケジュールのイメージということで、審議会

の開催は２ヶ月に１度、年６回ぐらいを予定しております。 

その中で、１つの施設について、２回ぐらいの会議を予定しています。 

具体的にはどの施設について検討していただくかは、市としての考えが何もな

い状態で審議をお願いするということはできませんので、市の考え・方針がある程

度定まったもので、9つの施設の中でも優先度が高いものを、次回の審議会の開催

前には決定したいと思っています。審議会のやり方としましては、１つの施設で１

回目は現地で会議を行いまして、現地の様子や業務の担当者の声などを聞く会と

しまして、２回目に方針検討を行う会としたいと考えています。令和６年度は３施

設について方針検討を行いたいと思います。なおスケートセンターについては、冬

の施設で、冬にしか施設がないということと、先ほど７ページの方にも記載があり

ますが、令和７年度末までに方針を決定するという予定になっていますので、令和

６年度の冬には、方針決定を行う前提でお願いしたいと考えております。 

以上になります。 

 

ありがとうございました。 

ただいまのご説明ですが、今までの経過の前に私どもの立ち位置、審議会の立ち

位置について、改めてご説明をいただきました。市長の諮問に対して必要な調査を

して審議する。時には意見を述べることができる。何らかの決定権を持っているも

のはないけども、それなりのお立場で意見を言うので重みがあります。これが私ど

もの委員の位置付けということでございます。その上で、今までの経過について、

ご説明がございました。主だった検討内容につきましては、５ページから始まりま

したけども、私どもがここで改めて検討する内容を間口を広げるということでは

なくて、今までに提案されていた事項、特に市として優先して行っていきたいとい

う事項を優先して、私どもは今年、審議を進めていくということ。その中で、今、

９つの提案がありましたが、次回の審議会には、さらに市としての考え方、優先順

位をピックアップして、私どもに、ご案内いただけるといった内容の説明だったか

というふうに思います。それでは、委員の皆様からご質疑をいただきたいと思いま
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すので、よろしくお願いをしたいと思います。 

 

スケートセンターについて、前回の行財政審議会では、現状維持という、多分答

えになっていたと思うのですが、令和６年度の進め方についてのところでは、維

持、運営方針の検討っていう、内容が変わっているんですが、何か理由があったん

でしょうか。 

 

スケートセンターについては先ほど資料１の方をご確認いただきたいと思いま

す。19ページを見ていただきたいと思います。31番のスケートセンターのところ

をご覧いただきたいと思いますが、優先改革事項の内容ところで、内容につきまし

てはスケートセンター・ゴルフ場は現状維持という形になってございますが、取り

組み内容で、スケートセンターについて、令和 6年度の上半期は市民アンケートを

実施するということ。令和６年度の下半期につきましては、料金の改定の議案提

出、またサウンデイング型市場調査の実施と、実施計画に基づく次期指定管理公募

の内容検討となっております。これが令和６年度の内容で、20 ページをご覧くだ

さい。中期的にはスケールセンターについてはスポーツ協会や広く市民の意見を

聞いた上で維持、運営方法を判断、するということで、最終的には令和７年８月に

は、今後のあり方について判断をするということで、それまでは維持をしていくの

ですが、令和７年夏には今後のあり方を判断するということで、協議を進めさせて

いただきたいというふうに考えてございます。 

 

その市民アンケートの結果っていうのは、どんなふうに出ているんでしょうか。 

資料 1 の 19 ページの上半期のところで、市民アンケート実施と書いてあるかと思

うんですが、結果は、どんなふうに出たか、教えていただければありがたいです。 

 

令和６年度の上半期に、スケートセンターの市民アンケートについては実施す

る予定でございますのでまだ結果の方は出ていません。令和 6 年 6 月にアンケー

ト実施の予定であります。 

 

ご覧いただいた通り、令和６年度から判断の準備をしていく予定です。アンケー

トの結果を受けて、指定管理者やスポーツ協会の方ともこれから議論の場を設け

るという形になっておりますので、状況をきちんとお伝えし、丁寧に議論をしてい

きながら、方向性を決めていきたいと考えています。その間についてはスケートセ

ンターは、現状維持していく予定でございます。よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。委員よろしいですか。 

 

はい。あと、この中にある括弧書きの「全庁的」という言葉の意味を教えてくだ

さい。 

 

「全庁的」というのは、スケートセンターだけではなくて、複数の公共施設を対象

にアンケートをとっていくというようなことで考えてございます。ちょっと行政

用語的になってしまって申し訳なかったです。全庁的というのは、所管課がいくつ

にも分かれていますので、全部をまとめて、アンケート調査を行うと、そういった

ような意味合いで書かせていただいておりますので、基本的にはこの改革事項に

挙がっている公共施設を中心に、それぞれ市民から、ご意見を頂戴しようというも

のでございます。 
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この場合は、スケートセンターに限らず、いくつかの公共施設についてアンケー

トをとる、そういう解釈でよろしいですか。 

 

はい。その通りです。 

 

その他、委員の皆さんからご質問ありましたらお願いします。 

 

今日の資料の令和６年度の行財政審議会の進め方というところで、もし私の理

解が足りなかったらご指摘をいただければありがたいんですが、３行目のところ

に行財政改革として取り組む全体像やスケジュール整理は行ってきたことから、

さらに別の課題について議論を広げるのではなく、というふうに書いてあり、説明

があった通り、今ここですでに動き始めていることについては、我々は諮問を受け

てそれに答申をしていかなきゃいけない、これは十分わかります。とすれば、昨年

の 11月に、茅野市の行財政改革に関する提言ということで、令和５年 11 月茅野市

行財政審議会からいただいた提言書の中の、（5）その他のところについて、議会の

あり方については、定数削減なども含めて市民から注目されていることから、議員

による自主的な議会改革を期待するところである。という提言がなされている。こ

れについて、令和６年は別の課題についてはやらないということなんで、十分理解

できますが、とすれば、昨年いただいた行財政審議会の提言の方は、いつやるのか、

具体的な時期とかあれば、また具体的な方法を行政の方で考えているならばそれ

をまずお示しをいただいて、議員による自主的な議会改革というところも、どうい

う文面なのかわからないですけれども、説明をいただければと思います。 

 

議会自体は、自立的な組織ということで、市長の方と二元代表制ということで、

議会自体が実質的に決めていかなければいけないことになります。議会の中で実

は議会改革特別委員会を組織してその中で、定数のことなどを協議をしていくと

いうことですので、そういったことを市長側としては、見ていくような形になると

思います。ただ、行財政審議会の中でそういった議会に関して、提言がされるとい

うことについて、いけないとかそういうことではないものですから、ご意見を頂戴

するってことはいいかと思いますけど、基本的には議会が自らきちんと実施して

いかなきゃいけない、そんなことで今進んでいるところでございます。 

 

副市長のおっしゃることは十分理解できますし、議会の自助努力で我々市民が

思っている茅野市議会の運営がなされる。もしくは、議員さんは私の知るところで

は、年俸で五百五、六十万円いただいていると思いますけれども、それに見合った

提言なり議員活動されているのか、そこについては、市民の１人として非常に疑問

を持っています。それを議会の中だけで、自らを律ししろというのは、ちょっと無

理があるかなというふうに思うので、市長と議員の間で、密接な連絡を取り合って

いただいて、不可侵領域ではあると思いますけれども、ぜひ、この提言をいただい

た中で、我々行財政審議会がどこかでは少し関わっていければ、市民にとって住み

よい街になるんじゃないかと思うので、ぜひご指摘なりご指導いただいて、そうい

う場面があれば１市民として意見を述べるチャンスをいただければありがたいで

す。これはあくまでも個人的は希望でございますので、ぜひよろしくお願いしたい

と思います。 

 

１つは、やはり行財政審議会の中で、例えば、議員の定数とか或いは報酬の問題
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は財政に絡んでそういったご意見が出てくると思います。議員の報酬については

特別職の報酬審議会に諮問する形になるので、こういった行財政審議会でのご意

見をいただきながら、議員の報酬はこうだというご意見があったということは、特

別職の報酬審議会の中につなげていくことができますので、ご意見いただければ

いいかなと思います。また議会にも直接、例えば、議員定数のこと、それから報酬

のことで陳情があがっています。見直しをということでそれは今回の議会の議会

改革の特別委員会の中に、その陳情は付託されて、議会としてまた判断していくと

いうことになりますので、当然こういった審議会とは別にやっぱり議会のあり方

というのをしっかり注視している市民の方がいて、そういった議会への直接の陳

情というのが出ているということでご理解いただければと思います。 

 

あと、すいません補足でございますが、行財政審議会のこの提言書につきまして

は、議会の全員協議会の中で、議員さんに対しましてご提示をしまして、内容につ

いてもすべてお読みいただいている、そういった経過もございます。またご意見等

ありましたら、それを伝えるすべというのはございますので、よろしくお願いいた

します。 

 

よろしいですか。 

 

結構です。 

 

結論からいくと、審議会で検討してはならないエリアではない。意見として、書

面に残すことは可能と。それが議会の皆さんには耳に入るように発表されるとか

報告されるということでよろしいですか。 

 

はい。その通りでお願いいたします。 

 

それでは委員さん、お願いします。 

 

今の内容で理解できました。 

 

ありがとうございます。オンラインで出席されている皆さんどうですか。ご意見

ありましたらお願いいたします。委員さん、お願いします。 

 

先ほどのアンケートの話ですが、どのようなアンケートを考えているのか教え

ていただければと思います。 

 

市民アンケートにつきましては、今、内容の方を詰めているところでございまし

て、対象者は広くアンケートをとりたいと思っております。その中で特に、その施

設を利用している方々については関係団体とか利用者から意見を聞けるんですが、

どうしても、実際は利用してない人、サイレントマジョリティーといいますか、そ

ういう方々からの意見も聞きたいということで、市民アンケートを考えてござい

ますので、ちょっとまだ、具体的にこういう形でアンケートをするっていうのは

今、検討している最中ということでご理解いただきたいと思いますので、よろしく

お願いします。また、何かですねこういうアンケートがいいよとか、という意見が

ありましたら、この場ではなくてでもメールでも結構ですので、委員さんの皆さん

から意見をいただければ大変ありがたく思いますので、よろしくお願いいたしま
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す。 

 

委員さんよろしいでしょうか。 

 

ありがとうございました。 

 

その他、どうでしょうか。委員さんお願いします。 

 

次回から具体的に施設の協議を行っていくということですが、その際に、その施

設の状況等がわかる資料を提示していただければと思います。 

 

次回から具体的に施設の検討に入っていくという中で、当然ですがその施設の

財政的な数字や、施設の課題とか、そういうものはすべての資料で出しまして、そ

ういう中でそれを見ていただいて、現地を見ていただいて、担当者の話を聞いてい

ただいて、協議をしていただくというふうに考えてございますので、逆に、そのと

きの会議のときに、そういうものを見ていただいて、足りないものがあったら、ま

た、積極的に言っていただいて、またその資料を見て、協議いただければと思って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 

委員さんよろしいでしょうか。その他いかがでしょうか。 

私どもにとっては実質的には第１回目の審議会でありますが、今後のスケジュ

ールを含めて、副市長さんに一言総括をいただきたいと思うのですが、いかがです

か。総括ですけど、本日までのところの思いのたけを述べていただいても結構で

す。 

 

具体的な話ではなくて、この間、会議所のところでもお話したので、また同じよ

うな話になってしまうかもしれないんですけれども、やっぱりこの行財政改革と

いうのはそうは言っても、市民生活に影響を与えたりとか、非常に大変苦しい話に

なりますので、やっぱり少子化高齢化が進む中であるけど、ここのところで変えて

いかないと多分変化していかないと、この茅野市っていうものは持続してくこと

ができないんだから今本当に産みの苦しみを味わっているんだろうと思います。

そうすると、今まできちっとその様々なサービスを受けてきた方々っていうのは

やっぱり相応のサービスを手放すことができないので非常に各論では反対もある

と思います。でもこれを乗り切っていかなければいけないと思います。行財政改革

でコストカットとか、何かを縮めるとかそういったことだけを言っていると、多

分、その先にある茅野市がどういう形になってどういう形で生まれ変わっていく

か、その部分が見えなくて、やっぱり暗い話になってしまうと思います。この行財

政改革を抜けていったときに、茅野市がこういう街になってくんだ、その街の姿を

やっぱり市民の皆さんと共有して、それで、ここのところは我慢して、こういうふ

うに変えてこうっていう、目標を合意できるそんなことをやっていかないとこの

行財政改革はうまくいかないと思います。セットとして今、茅野市の将来のまちづ

くりのための第６次総合計画を作っていって茅野市のまちの姿、ここが様々な人

が訪れて交流して様々なものを生み出す茅野市が拠点になってきて交流拠点にな

っていきたいということで、まちづくりの目標を今作っていますけど、それをセッ

トでやはり市民の皆様や、行財政審議会の委員の皆様に示すことによって、だから

こういうふうにやり方を変えて、そんなふうにしていきたいと思います。今まだま

だ途上で、この行財政改革のやり方を含めて、その先の目標みたいなのを共有でき



12 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

企画課長 

 

 

 

 

 

てないのでなかなか軋轢もありますけど、やはりみんながこう茅野市をこういう

形にしてきて、そこのところへまとまっていければ、この行財政改革は成功できる

と思います。そんなことで、これから第 6次総合計画の考え方も含めて、ここにも

お話をしたりしながら、ぜひ茅野市のまちづくりに変えていきたいと思いますの

でご協力をよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。突然振って申し訳ございませんでした。 

コストカットばかりではなくて、ここにも目標があります、「若者に選ばれるま

ち」、「幸せを実現できるまち」。それを目指して新たな投資を行う財源を生み出す

ためのものでもあるということでございます。ただコストをカットではなくて、そ

の方はその方でまた新しいことを、別の総合計画審議会で、そちらの方で、車の両

輪のように進めているということでございますので、私たちの目的も、若者に選ば

れるまちを作り出すための財源をいかに有効に出していくか、というところが審

議の要となろうかと思いますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

その他ございますか。よろしいですか。この議案について閉めさせていただいて、

今後の審議会の進め方については、ご了承いただいたということにさせていただ

きたいと思います。次回は、市が提案する、優先の事項を出していただけるという

ことでございますので、お願いをしたいと思います。それでは会議事項は以上とさ

せていただきまして、その他の方向に移りたいと思います。 

その他、全体を通して、委員の皆様から何かご意見等ございましたら、お願いを

したいと思います。オンラインの皆さんよろしいでしょうか。はい。ありがとうご

ざいます。それでは最後になりますけども、事務局から連絡事項等ございました

ら、おつなぎいただきたいと思います。 

 

５ その他 

企画部長の田中でございます。本日ありがとうございました。今年度最後の会議

ということで、皆様方にご報告またご挨拶を申し上げたい部分がございます。 

それはこの行財政審議会の所管部署が、この４月からの組織機構改革、市役所の方

の組織が少し変わりまして、今は企画部企画課で所管をしていたものが、４月以降

は総務部財政課で所管をするようになります。それとあわせまして、４月１日付の

人事異動がございまして事務局体制が大分変わって参りますので、そのご報告ご

挨拶をさせていただければと思っております。でも、その組織改革の部分は皆さん

方からしますと、今まで企画課というところから通知がきたものが財政課という

ところから来るだけであまり変わってはございません。会議の進め方についても、

本日ご協議いただいたまま、これが引き継がれるということでございますので、よ

ろしくどうぞお願いをいたします。 

～田中企画部長 退職の挨拶、新年度からの事務局の職員の説明等を行う。～ 

 

事務局は大幅に変わるようでございますが、引き続きよろしくお願いしたいと

思います。その他ございますか。 

 

１点だけお願いします。それでは事務連絡でございます。本日ご審議ありがとう

ございます。そういった中で、スケジュールの取り組み状況とか進捗状況、また進

め方につきまして、いろんなご意見を頂戴いたしました。また、この資料につきま

しても、お目通ししてまた何かお気づきの点ございましたら、またメール等でいた

だければ、その質疑に対しましてできるだけ協力いただけるように、皆さんにお伝

えしながら会議を進められるようにしたいと思いますので、どうぞ忌憚ないご意
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見を頂戴できればと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

その他、よろしいですか。よろしければ、以上で本日の議事は終了とさせていた

だきます。進行にご協力いただきまして、誠にありがとうございます。それでは、

進行を事務局にお返しします。 

 

どうも本日はありがとうございました。それでは事務局の方からはこれで審議

会を閉じさせていただきますが、最後閉会のご挨拶を守屋副会長さんからお願い

いたします。 

 

委員の皆様、慎重審議いただき、ありがとうございました。お疲れ様でした。今、

市の方から話ありましたけれども、ほとんどのメンバーが入れ替わるということ

ですが、今まで以上の優秀な力のあるメンバーがまた来て手伝ってくれるという

ことを聞いていますので、これについてはきちんとやっていただきたいというふ

うに思います。 

今日、優先改革事項の中間報告、これについてまず説明いただきました。ずっと

これお話ししていますが、なかなか委員の皆さん、見づらいとか、あるいはこうい

うことをした方がいいんじゃないかと、いうような意見も前の委員さんからもい

ただいていますし、皆さんもあると思いますので、そこについてはまた出していた

だきながら、わかりやすくしていきたいというふうに考えております。 

それから、行財政審議会の進め方、それで公共施設のあり方、今後審議して欲し

いというようなことで、私どもとしては、諮問というか要請があったというふうに

考えていますので、次回からそれらについて審議いただくということになります。 

ここ２回は説明を聞いたという段階ですので、いよいよ次回から、きちんと審議し

ていくということかなというふうに思っています。 

それからもう１点先ほど委員さん、それから委員さんからもお話ありました。前

回私ども、提言した中で、議員さんの定数削減についてもお願いしてきまして、こ

れについては個人的にも議員さんにお願いしていますし、議員の中で、定数削減と

いうことを取り上げて、公約して選挙に出たメンバーがいっぱいいますので、やは

りそういうことについてはきちんとこれを守って欲しいということでお願いして、

ここでそういう検討委員会が、議員さんの中でできるようですので、そこで期待し

たいというふうに思っているところでございます。 

そんなことで今日、１時間ちょっとの時間でしたけれども、本当にお疲れ様でご

ざいました。それでは、令和５年度第６回の茅野市行財政審議会を閉会といたしま

す。ありがとうございました。 

 

 以上 

 











































   



    



   



 



   



   



   




